
防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

上北沢まちづくりセンター 

 

（１）実 施 日 令和 7年 1月 26日（日曜日）午前 10時～正午 

（２）場 所 上北沢まちづくりセンター 地下活動フロアー 

（３）参加人数 一般参加者：26名 講師：2名 区職員：7名  計 35名 

（４）テーマ 

  「ペットと防災～災害からペットを守るために～」 

（５）実施内容 

  ・第 1部 講義 「ペット同行避難と防災の備え」 

        講師：ペット防災せたがやネットワーク 浜田 亜友里 氏 

  ・第 2部 グループワーク 

テーマ 「災害時におけるペットの備えについて」 

        日頃からペット防災に関する日頃からの備えについて、参加者同士で意 

見交換していただき、ペットの防災対策における見識を深めていただく。 

（６）成 果 物 

   ・当日配布資料 別紙１及び別紙２のとおり 

 

   ・当日写真 

  第 1部講義の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第 2部グループワークの様子 
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グループワーク発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講評の様子 
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 各班のグループワークシート 
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（７）アンケート 別紙３「防災塾アンケート用紙（とりまとめ）」のとおり 

RRO

RRS



日　付 令和7年1月26日

地　区 上北沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 10 14 1

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 1 3 4 7 6 2 1

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 10 0 0 4 2 5 1 1

①今回が初めて ②昨年度 ③２年以上前

数 20 2 2

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 5 13 3 2 1

①知っていた

数 3

数

数 数

6 11

3 11

13 7

15

数 数

11 9

5 15

4 8

6

13

数 数

①継続して参
加したい

②都合がつけば参
加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加した
くない

⑤まったく参加
したくない

数

１２　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

９　今後の希望する「防災塾」の進め方について

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対策をより具体
的に議論

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

①参加前から理解していた ②参加したことで理解できた ③理解できなかった
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防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　設問３の選択肢を選んだ理由をご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

・自分では気づかない視点があった
・他の方や専門家の意見を伺えて非常に良かった

・新しい発見があった

１０　「地区防災計画」の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと（設問として聞いていない）

５　自分の地区の「地区防災計画（避難所のペット対策）」をご存じでしたか。

②知らなかった
（今回参加したことで知った）

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

・まだ知らないことがある
・ペットを飼っている人の話が聞けて良かった ・ペットのいない糧に理解してもらうのも必要

・日常からできる事をもっとすべきだなと思いました。避難所の現状なども知ることができました。実際に近所の避難訓練にも参加し知っておく必要があるなと感じ
た。

・自身の防災意識を改める良い機会となりました。具体例の貞次も大変参考になりました。

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集まって具体的に
議論

＜その他＞

１１　「防災塾」に継続して参加したいと思いますか。（設問として聞いていない）

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

・話し合いが足りない

・未だペットを飼い始めたばかりだから ・積極的に意見を出し合ったが、日頃からの準備が不十分だと思った
・今回参加して足りないと感じた ・不明なことが多すぎて

・冊子以外でアプリの活用等身近なに感じられる、実用できるペット防災を身に着ける講習などあれば、老若男女がかかわれるようになれば良いなと思いました。
・将軍池公園を各としたペット班の立ち上げ。そのペット班と避難所運営のつながり。

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策方法に関する
話し合い

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討する）を学ぶこと
ができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

８　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

・お互いの不安要素を交換したり、新たな視点で準備する物がわかった

・初めてなので初耳情報が多かった ・飼い主としてできる事を考えて、用意していこうと思った ・少しずつ実感してきました
・災害が怖いのでペットと逃げれるようにするためにどうするのか知りたかった ・知らないことがあった ・必要な物がたくさんある事を知りました

７　設問６の選択肢を選んだ理由をご記入ください。
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６　「防災塾」に参加して、「地区防災計画（避難所のペット対策）」の内容を理解できましたか。

・グループワークでいろいろな意見が聞けて良かった。あらかじめ準備をしておかなくてはと思った。

・散歩で動物が集まる公園で講演会だけでもするの良いのでは？避難所でペットの存在をペットを飼っていない人も理解することも必要

・避難所でペットは外でほぼ野ざらしというのは考えていなかった。 ・避難時に必要な基本的しつけ及びペットのための防災用品等を知り、避難所のペット対策の内容が理解できた。

・しつけや用意するべき用品、避難所のペットの状況を知ることができた。 ・同行と同伴避難の事を知り、行程でのペットスペースについても知ることができた。

・知らないことが多く、今回参加することで足りない点がある事がしれました。避難所の実情から実際に役立つ物があれば具体的に教えてほしい。ペット防災も含ん
だ避難訓練があれば参加してみたい

・ペット防災の具体的事例がいろいろ知りたい。

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地域資源の発見
と整理

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

・グループワークで意見交換ができた

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化された。

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちでできる災
害対策が講じられた。

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

・また参加させていただきたいです。

・ワークショップが苦手な人もいますので、気軽に参加できる講演会がたくさん開かれると嬉しいです。猫と犬と他のペットそれぞれ特色があるので別々に勉強でき
ることが出来たらよいと思います。

・講師の話はとても分かりやすかった。マイクロチップ、ワクチン、感染、ペットの高齢化に伴う薬の話など獣医師の方からも為になる話が聞けました。

・同行避難ができるようにしたい。ペットにも人にも優しい世の中に

・このような会をまた開いて頂き、より具体的な防災や避難について知りたいと思いました。

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルールづくり
や担当決め

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住民視点か
らの課題と対策の追加

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか体を動か
した検証（実践）

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳しい説明

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫や事例
に関する防災講演

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広く意見が
もらえる会合

⑨その他（　                                        ）
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              防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

上祖師谷まちづくりセンター 

 

１ 実施日  

令和６年１２月７日（土曜日）午前１０時～１２時 

 

２ 場所   

粕谷区民センター ２階多目的室 

 

３ 参加人数  

合計３７人 （内訳）参加者２６人、講師等２人、区職員９人 

   ＜参加団体＞ 

上祖師谷自治会、祖師谷橋自治会、成城通りパークウエスト自治会、粕谷会、

粕谷 2 丁目アパート自治会、避難所運営委員会、上祖師谷地区民生委員・児

童委員協議会、成城消防団第三分団、成城消防団第七分団、赤十字奉仕団上

祖師谷分団、粕谷商誠会、成城警察署、上祖師谷ぱる児童館、粕谷児童館、

上祖師谷あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会上祖師谷地区事務局 

 

４ テーマ  

避難者と協働して避難所運営を進めていくために 

 

５ 実施内容 

 （１）開会挨拶 上祖師谷まちづくりセンター所長 小林  隆広 

         ・令和６年度避難所運営訓練の実績報告 

          （上祖師谷まちづくりセンター 

       まちづくり・防災担当係長  山田 誠） 

 

（２）講  演 「避難者と協働して避難所運営を進めていくために」 

         講師：せたがや防災ＮＰＯアクション代表 宮﨑 猛志 氏 

         ・講演及び質疑応答 

 

 （３）意見交換 （テーマ） 

「避難所運営を円滑に維持するためのマネジメントを考える」 

・意見交換 

         ・発表 

         ・講師からのコメント 

 

 （４）閉会挨拶 烏山総合支所地域振興課長 大谷 昇  

 

RRQ

RRU



  
 

６ 成果物 

 （１）記録写真 

 （２）講演資料 

 （３）アンケート集計表 

 

【講演の様子】 

  

 

【意見交換】 
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【各班の発表】 
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「防災塾」に関するアンケート【集計表】 
 

    

参加人数（配布枚数）：２８枚 回答枚数：１９枚（内、１枚は記入なし） 

１．「防災塾」に参加して学んだことや気づいたこと、すべて〇をつけてください。 

  集計数 

① 自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。 １ 

② 自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。 ０ 

③ 災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 １１ 

④ 地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討する）を学ぶことができた。 １５ 

⑤ 災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化された。 ９ 

⑥ 地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちでできる災害対策が講じられた。 ６ 

⑦ 参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。 ６ 

 

２．今後の希望する「防災塾」の進め方に、すべて〇をつけてください。 

  集計数 

① 今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論 １０ 

② 課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集まって具体的に議論 ６ 

③ よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対策をより具体的に議論 ８ 

④ 防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験 ５ 

⑤ 課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介 ６ 

⑥ 行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳しい説明 ８ 

⑦ 防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫や事例に関する防災講演 １４ 

⑧ 地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広く意見がもらえる会合 ７ 

⑨ その他（                      ） ０ 

        ↓ 

１  

２  

３  

４  

５  
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３．上祖師谷地区の防災力を高めるために実施したいと思うことに、すべて〇をつけてください。 

  集計数 

① 防災まちあるきを通じた危険個所や地域資源の発見と整理 １０ 

② 初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成 ７ 

③ 検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策方法に関する話し合い １０ 

④ 検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルールづくりや担当決め ９ 

⑤ 計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住民視点からの課題と対策の追加 ６ 

⑥ 避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか体を動かした検証（実践） ８ 

上記の他、実施したいこと 

１ 救命講習会、すべての地域の人が救命の知識と技術をもてば災害に強い地域になる 

２ 災害が起こらないことを願うばかりですが、やはり回数を重ねることが大事だと思います 

３ 災害発生時の被害想定が必要ではないか？ 

４  

５  

 

４．上祖師谷地区の防災に関して、課題と思うことがあれば、ご記入ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・行政ではなく、自治で運営されていて、そこのルールを守っていただく必要があることなど、もっと自前に
周知しておかないと混乱につながる。 

 

・避難所運営委員の高齢化の問題 通常時における一般住宅の災害に対する意識が低い 

                  ↓ 

     災害時にはプレーヤーとして活動してくれるか不安 

 

・上祖師谷地域の住宅は耐震基準以降の建物が多く全倒壊は少ないと思われる。在宅避難者が多
くなる可能性があり、食糧等を避難所に取りに行く人が多数増える。避難所運営担当者が把握する。 

 

・震災が一番不安である。震災時に被害を最小限にするための方法等を調査、検討する必要があ
る。 

 

・避難所運営委員をどのように増やすか、人数が足りていない。 

 

・もっと多くの人が登録して複数人数で対応できれば。 

 

・各班で、今の３倍くらいの人数が集まれば。 

 

・防災組織への若い人の参加（多くが高齢者） 
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５．「防災塾」のご感想やご意見・ご要望など、自由にご記入ください。 

・防災について考え、地域の方とつながるので、毎回参加したい。 
 
・大変勉強になり、今後も参加して災害時の対応従事者として行う。 
 
・本日はありがとうございました。宮﨑先生のお話の中で「避難所でご近所さんがまわりにいて愚痴等
話しにくい」「ココは自分の場所だと話す人がいる」等、細かい住民目線での話が聞けてとても参考にな
りました。 
 
・能登の復旧復興が未だに進んでいない情況であるが、都内では予算消化的な道路工事等が行わ
れている。これらの予算、施工業者を被災地へ援助する様な法的整備が必要なのではないか。 
 
・ここで議論された課題や解決策を地域に展開し周知するのかがよく分からない。 
 
・避難所運営をみては気づかなかった事について気づく機会になった。まだまだ気づいていないものがあ
ると思われる。 
 
・運営委員でない方からの質問に答えることで答えられない部分は不足部分であるので、運営側とそ
うでない方との質問会があってもよい。 
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防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

 烏山 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和７年１月１８日（土曜日）午前１０時～午後２時 

（２）場所  烏山区民センター 

（３）参加人数 延べ１，３００人 

（４）テーマ 

   「在宅避難」を大テーマに、防災に関心がない区民にイベント参加を通して、

防災を考え、有事に備えるためのきっかけを創出する。また、事業効果を拡

大することを目的に、烏山総合支所地域振興課と共催で実施する。 

（５）実施内容 

①ホール、ホワイエイベント 

・世田谷サービス公社村上氏による防災講演  

・チャリティーコンサート 

・チャリティーチアリーディング披露 

・お楽しみ抽選会 

・防災相談コーナー 

②広場イベント 

・被災地復興物産展 

・防災グッズ展示・紹介 

・防災ビュッフェ 

・地区防災の取組紹介（町会・自治会避難所運営活動紹介 等） 

・区の取組み紹介（避難行動要支援者、ペット防災、外国人向け防災等） 

（６）成果物 

①写真 
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③講演資料 
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